
雨天時の外出が増える時期になってきました。以前紹介した「車いす用の雨合羽」を使うなど、雨へ
の対処法はありますが、不便さを感じる場面も少なくありません。雨合羽で上半身が覆われると、車
いすをこぐ手が隠れがちになります。前に進むのに欠かせないタイヤの外側の部分（ハンドリム）が握
りづらくなるため、より移動に時間がかかります。
以前、人通りが多いところを移動しているときに、雪混じりの雨が降ってきたことがあります。ワ

イパーを動かし走る自動車や、傘をさす歩行者に気をつけながらの移動です。その場は何とか乗り切
れましたが、晴天時と比べてどうしても車いすの操作性や視界は悪く、かなり大変でした。不慣れな
場所で焦る気持ちがあるなかでも、落ち着いて行動することが大切だと感じます。（小鹿）

第25回「雨天時の移動」

今春、新たに3名が一宮市社会福祉協議会の職員として加わることになりました。
皆さんに早く顔と名前を覚えていただくため、簡単ですが紹介させていただきます。

①齋木 葵（さいき あおい）
②裁縫、旅行
③一宮市の皆さんに寄り添って、もっ
とやさしく、もっと楽しいまちづくり
に、社協の一員として貢献したいと思
います。よろしくお願いいたします。

①浅井 香穂（あさい かほ）
②旅行、ホットヨガ
③一人ひとりに寄り添い、多くの方
に安心した暮らしを送っていただけ
るように尽力します。

①宗宮 佑一郎（そうみや ゆういちろう）
②コーヒーショップ巡り
③地域の皆さまに寄り添い、安心して暮
らせるお手伝いができるよう努めます。
今後ともよろしくお願いいたします。

2025年度 新入職員紹介

どうぞよろしくお願いします。

①氏名（ふりがな）
②趣味
③ひとことPR

【講演会の様子】

「パラダンススポーツ」
「パラダンススポーツ」に参加する選手は、車いすを使用する「ドライバー」と、ドライバー
と共に踊る健常者の「スタンディング」に大別されます。たとえば２人組競技には、ドライ
バーとスタンディングで踊る「コンビ」と、ドライバー同士の組となる「デュオ」があるなど、
種目の多様さが特徴です。２人制のほか、ドライバー 1人で踊る「シングル」もあり、いずれ
も複数の組・選手が同時に採点されます。これらは、既定の演目を最大で１０種類こなすも
のです。なかにはドライバーが、内容や人数を選んで組み合わせられる「フリースタイル」と
いう競技もあり、ドライバーの個性があらわれます。

車いす
使用の職員
発信

支えあい通信支えあい通信
一宮市内のすてきなつながり 地域のお宝発表会

3月23日(日)に尾州ファッションデザインセンターにて「一宮市内のすてきなつながり　地域のお宝発
表会」を開催しました。この発表会では地域に従来ある活動や日常的に行っている住民の支え合い活動を
『お宝』と称し、『お宝』の意義について学び、今後の支え合い活動や見守り活動の発展につなげること
を目的としています。今回は発表会の内容を報告いたします。

2025年には団塊の世代が75歳以上の後期高齢者となり、高齢者
の人口が急増します（2025年問題）。そんな中、いつまでも元気
に過ごすためには『普段のつながり』が大切です。友達とのお茶飲
み、散歩、旅行、サロン等の集いの場、趣味の集まり、町内会の活
動など、日常的な『普段のつながり』が健康寿命を延ばし、自分た
ちの「暮らしぶり」を整えることが大切とお話をいただきました。

2025年には団塊の世代が75歳以上の後期高齢者となり、高齢者
の人口が急増します（2025年問題）。そんな中、いつまでも元気
に過ごすためには『普段のつながり』が大切です。友達とのお茶飲
み、散歩、旅行、サロン等の集いの場、趣味の集まり、町内会の活
動など、日常的な『普段のつながり』が健康寿命を延ばし、自分た
ちの「暮らしぶり」を整えることが大切とお話をいただきました。

事例紹介①：コロナ禍で地域のつながりが薄れたことをきっかけ
に、毎週日曜日の6時30分から大和東小学校のグラウンドでラジオ
体操を開始。この取り組みを通じて、「来ない人がいると心配で自
然と声をかけあうようになったり、道で出会っても、一方的に知っ
ているだけで話しかけづらかった方に気軽に声をかけられるように
なる等、参加者同士の見守りが自然に生まれている」とお話をいた
だきました。

事例紹介①：コロナ禍で地域のつながりが薄れたことをきっかけ
に、毎週日曜日の6時30分から大和東小学校のグラウンドでラジオ
体操を開始。この取り組みを通じて、「来ない人がいると心配で自
然と声をかけあうようになったり、道で出会っても、一方的に知っ
ているだけで話しかけづらかった方に気軽に声をかけられるように
なる等、参加者同士の見守りが自然に生まれている」とお話をいた
だきました。

事例紹介②：地域のいくつかあった喫茶店が閉店し、地域の集う
場がなくなったこと等をきっかけに公民館を活用したおしゃべり会
を2018年から毎月第2・4火曜日の午前中に開始。おしゃべり会で
は「脳トレ・体操・カラオケ等を行い、参加者の健康促進になって
いるとともに、参加者同士が互いに声をかけあい、お互いの見守り
が自然とできている」とお話をいただきました。
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お宝発表会を終えて．．．
発表会を通して、『お宝』は健康維持・見守り・孤立予防等様々な効果があると実感することが

できました。ぜひ、皆さんも自分の「暮らしぶり」に意識を向けて大切にしていただきたいと思い
ます。

【日曜朝ラジオ体操の様子】

【東三ツ井おしゃべり会の様子】

第1部：基調講演　講師：ご近所福祉クリエイター　酒井 保 さん
地域のお宝とは?
なぜ今、福祉サービスではなく地域の中にある自然な支え合いが大切なのか？

第2部：パネルディスカッション～地域のお宝発表会～
事例紹介①：大和町連区：日曜朝ラジオ体操（勝又さん） 
事例紹介②：丹陽町連区：東三ツ井おしゃべり会（松尾さん）
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